
ヒグマの会 40周年記念事業「北海道のシンボル、ヒグマ～共存への道のり～」 

小冊子“ヒグマ・ノート～ヒグマを知ろう～”とポスター“となりのヒグマ”の完成報告 

 

ヒグマの会 

1979 年に創設されたヒグマの会が 2019 年に 40 周年を迎えました。この機に、北海

道における人とヒグマの適切な関係を広く市民の皆様に知っていただくために 1 年を

かけて様々な事業を実施しました。その目的は、１）ヒグマを北海道のシンボルに掲げ

る世論を盛り上げること、２）ヒグマによる人身事故を減らすための安全対策について

正しい知識を普及すること、でした。本事業により、いかにヒグマが北海道のシンボル

に相応しい動物であるかを市民と共有することができ、さらに北海道の豊かな生物多様

性の一構成員であるヒグマのユニークな生態や、どうすればヒグマによる人身事故を回

避できるかについての正しい知恵や知識を市民に浸透させることができました。事業と

しては、ヒグマの会 40 周年記念イベントを 2019 年 12 月 8 日（日）に札幌エルプラザ

にて次のような内容で実施しました：１）小菅正夫（札幌市円山動物園・参与）氏と本

田優子（札幌大学・教授）氏による縦横無尽トーク ２）ホラネロによるクマ笛を使っ

た音楽コンサート ３）「となりのヒグマ」や「MIKIO ジャーナル傑作選」など短編映画

５本のヒグマ・フィルム・フェス ４）ヒグマ専門家５名によるクマの語り部ミニレク

チャー ５）林家とんでん平氏による HIGMAX 落語 ６）北海道のシンボル動物道民投

票 などでした。また、2019 年 10 月と 2020 年 2 月にもヒグマ映像・ミニ解説やヒグ

マ・トランクキットの展示・解説など継続事業を実施しました。さらに、（一財）前田

一歩園財団自然環境保全活動助成金を活用して、市民向け普及啓発用小冊子（パンフレ

ット）とポスターを制作しました。今後、これらを活用して、札幌市および道内各地域

の小中学校などの教育現場や動物園・博物館などの公共施設においてヒグマの生態や安

全対策について正確な情報を普及し、人身事故を減らす術や方法を啓発していきます。 

 

〇小冊子「ヒグマ・ノート～ヒグマを知ろう～」A5判、表紙含め 36ページ、2000部 

内容：・ヒグマのかたち・ヒグマの一生・ヒグマの四季・ヒグマのたべもの・ヒグマの

行動範囲・ヒグマにナワバリはない・ヒグマによる農業被害・里に近づくヒグマたち・

ヒグマによる事故・ヒグマから身を守る・それでもヒグマに出会ってしまったら？・ヒ

グマの数と分布・ヒグマの数を調べる・世界の中のヒグマ・ヒグマの会について 

〇ポスター「となりのヒグマ」A2判、1500部 

内容：ヒグマは街のすぐそばで暮らしているので、ヒグマに関する知識を持って、適切

に対応することが肝要であることをビジュアル的に提示する。 

 

いずれも数に限りがありますが、可能な範囲で提供いたしますので、ヒグマの会事務局

（higuma.no.kai.1979@gmail.com）までご連絡ください。 



 

 

 

 



 


